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◎ところざわ市議会だより第191号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）  20.7円

ところざわ

市議会だより

所沢市議会

中学生の時にスティールパンに
出会った伊澤陽一さん。
その音色の魅力、音楽を通じた
メッセージなど、熱い想いを
聞きました。
(裏表紙に関連記事)

感情を
楽器にのせて。

－おもな内容－CONTENTS
◆ 6月定例会のおもな内容ほか･･･Ｐ2～9
　発進！ 第19期　所沢市議会
　新体制が決定しました
◆ 市政に対する一般質問･･･Ｐ10～14
　ここが気になる！24人が質問
◆トピックス･･･Ｐ15
　議会報告会を開催しました

2019. 8.10
Tokorozawa city council

No.191
今回の定例会は、

12月

９月 ６月

３月
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選挙後
　　〜臨時会まで任期は、

令和元年5月1日
～令和5年4月30日です。

●

議員は、議会活動を行うため、会派を
結成することができます。会派は、政
策を中心とした同一の理念を共有す
る議員で構成され、活動します。

●

４月25日
新議員当選者初顔合わせ会

議員は4年ごとに選挙によって市民から選ば
れます。
議員の定数は条例で定めることになってお
り、定数条例は平成25年3月に改正され、本
則で37人、附則で当分の間33人と規定されて
います。現員数は33人です。

●

所沢市議会議員選挙
（平成31年4月21日執行）で
新たな市議会議員が選ばれました

5月9日 「会派結成届」提出

● このほか、新任議員（初当選議員）を対象に、事務説明会や市内施設見学会を行いました。

会派名簿　（○印は会派代表者。他の議員の並びは議席番号順です。）

公 明 党 ○西沢　一郎　 植竹　成年　 川辺　浩直　 亀山　恭子　 福原　浩昭　 村上　　浩

至 誠 自 民 ク ラ ブ ○秋田　　孝　 荻野　泰男　 杉田　忠彦　 谷口　雅典　 浅野美恵子　 中村　　太

自 由 民 主 党 ○中　　毅志　 粕谷不二夫　 青木　利幸　 大館　隆行　 松本　明信　 越阪部征衛

日本共産党所沢市議団 ○平井　明美　 矢作いづみ　 天野　　敦　 荒川　　広　 城下　師子　 小林　澄子

自由民主党・無所属の会 ○近藤　哲男　 佐野　允彦　 石原　　昂　 大石　健一　 入沢　　豊

立 憲 民 主 党 ○石本　亮三　 末吉美帆子　 長岡　恵子　 島田　一隆
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事
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小
林

城
下

平
井

荒
川

西
沢
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石
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市
長

青
木
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田

中
村
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中

令和元年５月 20 日　　臨時会　（市長および特別職と）

発
進
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所
沢
市
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会

第
19
期
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新
体
制
が
決
定
し
ま
し
た

第
65
代 
議
長

青 
木 
利 

幸

自
由
民
主
党
／
３
期

第
66
代 

副
議
長

大
石
健
一

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
／
４
期

■ 

議
長
就
任
の
挨
拶

　

こ
の
度
、
第
65
代
所
沢
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
地
方
分
権
の
進
展
や
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
な
ど
、
社
会
に
お
い
て
様
々
な
変
化
が
進
む
中
、
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も

の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
議
会
は
、
市
の
条
例
や
予

算
の
議
決
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
関
心
は
必
ず
し
も
高
い
も

の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
所
沢
市
議
会
で
は
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
地
域
で
の
議
会
報
告
会
、
政
策
討
論
会
の
開

催
や
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
な
ど
市
民
の
皆
様
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
度
、
議
会
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
議
会
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
議
会
運
営
等
に
つ
い
て
専
門
家
の

意
見
を
聞
く
機
関
と
し
て
、
政
策
研
究
審
議
会
の
設
置

な
ど
議
会
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
、
今

年
度
か
ら
は
新
た
に
予
算
常
任
委
員
会
を
設
置
し
予
算

審
査
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
の
所
沢
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
よ
り
新
し
い

議
員
構
成
と
な
り
、
時
代
も
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、

新
た
な
気
持
ち
で
公
正
・
公
平
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営

を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
市
民
の
皆
様
に
一
層

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会
を
目
指
し
今
後
も

様
々
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

臨 時 会 5月20日×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　この臨時会では、正副議長選挙のほか、常任委員会委員、議会運営委員会委員、広聴
広報委員会委員の選任や、各正副委員長の互選結果の報告などが行われました。　　　 
　また、埼玉西部消防組合議会議員の指名推薦が行われ、矢作いづみ議員（日本共産
党、５期）、入沢豊議員（自由民主党・無所属の会、３期）、石本亮三議員（立憲民主
党、４期）、福原浩昭議員（公明党、４期）、中毅志議員（自由民主党、５期）、中村
太議員（至誠自民クラブ、５期）が当選しました。　　　　　　　　　　　　　　　　      
　市長からは専決処分の承認を求める議案２件、条例の一部改正１件が提出され、すべ
て可決・承認しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

議会の開催…議会は市長が日にちを決めて招集します。議会には定例会と臨時会の 2 種類があり、定例会は年４回（3 月、6 月、9 月、
12 月）必ず開かれます。臨時会は必要があるときに開かれます。i



ところざわ市議会だより 第 191号

4

健康福祉常任委員会
国民健康保険、福祉、保健、医療等に関することを審査します。

⃝�少子高齢化が加速していく中、健康福祉を取り巻く環境は多様化しています。特に高齢者の健康長寿や、子供たちが安心し
て家庭や社会の中で育っていくことは大切であり、当委員会では、そのような課題に委員の皆さんと取り組んでいきます。

委員長から一言

◎委員長 ⃝副委員長 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員

粕
か す や

谷不
ふ じ お

二夫②
（自由民主党）

天
あ ま の

野　 敦
あつし

①
（日本共産党）

長
ながおか

岡恵
け い こ

子①
（立憲民主党）

荒
あらかわ

川　 広
ひろし

⑩
（日本共産党）

入
いりさわ

沢　 豊
ゆたか

③
（自由民主党・

無所属の会）

福
ふくはら

原浩
ひろあき

昭④
（公明党）

越
お さ か べ

阪部征
せ い え

衛⑥
（自由民主党）

浅
あ さ の

野美
み え こ

恵子⑤
（至誠自民クラブ）

総務経済常任委員会
市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、商業、農業、観光等に関することを審査します。

⃝�今、人口減少や都市間競争が加速化している社会経済情勢の中で、所沢市が抱える課題も多岐にわたります。地域経済が発展
し、所沢市が今後も市民にとって魅力ある都市となるよう、委員と協力し、政策活動に取り組んでまいります。

委員長から一言

◎委員長 ⃝副委員長 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員

石
いしはら

原　 昂
たかし

②
（自由民主党・

無所属の会）

大
おおいし

石健
けんいち

一④
（自由民主党・

無所属の会）

城
しろした

下師
の り こ

子⑥
（日本共産党）

石
いしもと

本亮
りょうぞう

三④
（立憲民主党）

西
にしざわ

沢一
いちろう

郎④
（公明党）

大
おおだち

館隆
たかゆき

行④
（自由民主党）

中
なかむら

村　 太
とおる

⑤
（至誠自民クラブ）

秋
あ き た

田　 孝
たかし

⑥
（至誠自民クラブ）

予算常任委員会

◎委 員 長	 入沢　　豊
○副委員長	 荒川　　広
　委　　員	 矢作いづみ　　長岡　恵子　　大石　健一	
	 植竹　成年　　川辺　浩直　　島田　一隆
	 荻野　泰男　　杉田　忠彦　　松本　明信
　	 越阪部征衛

予算に関することを審査します。
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建設環境常任委員会
道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、環境対策、ごみ対策等に関することを審査します。

⃝�環境分野では、自然エネルギー推進や地球温暖化防止など、環境負荷低減を目指して、所沢の足元から、また街づくりの分
野では、人口減少・超高齢社会の中で、10 年、20 年、30 年後の所沢市の姿を見据え、活動していきます。

委員長から一言

◎委員長 ⃝副委員長 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員

谷
たにぐち

口雅
まさのり

典③
（至誠自民クラブ）

平
ひ ら い

井明
あ け み

美⑨
（日本共産党）

佐
さ の

野允
みつひこ

彦①
（自由民主党・

無所属の会）

川
か わ べ

辺浩
ひろなお

直①
（公明党）

島
し ま だ

田一
かずたか

隆③
（立憲民主党）

荻
お ぎ の

野泰
や す お

男④
（至誠自民クラブ）

村
むらかみ

上　 浩
ひろし

⑤
（公明党）

松
まつもと

本明
あきのぶ

信③
（自由民主党）

市民文教常任委員会
文化芸術、地域づくり、小・中学校の教育、公民館、図書館等に関することを審査します。

⃝�全国的に教職員の働き方改革が問われている今、各自治体においてその取り組みが進められています。所沢市においても、
人的支援等を行う中で、今後進められる働き方改革について調査検討して参ります。

委員長から一言

◎委員長 ⃝副委員長 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員

植
うえたけ

竹成
なりとし

年③
（公明党）

小
こばやし

林澄
す み こ

子⑤
（日本共産党）

矢
や さ く

作いづみ⑤
（日本共産党）

末
すえよし

吉美
み ほ こ

帆子④
（立憲民主党）

近
こんどう

藤哲
て つ お

男③
（自由民主党・

無所属の会）

亀
かめやま

山恭
きょうこ

子③
（公明党）

杉
す ぎ た

田忠
ただひこ

彦④
（至誠自民クラブ）

中
なか

　毅
た け し

志⑤
（自由民主党）

◎委 員 長	 島田　一隆
○副委員長	 越阪部征衛
　委　　員	 矢作いづみ　　石原　　昂　　城下　師子
	 末吉美帆子　　入沢　　豊　　亀山　恭子
	 粕谷不二夫　　谷口　雅典　　福原　浩昭
	 中村　　太

議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に関する条
例等、議長の諮問に関する事項を調査します。

◎委 員 長	 浅野美恵子
○副委員長	 川辺　浩直
　委　　員	 天野　　敦　　佐野　允彦　　小林　澄子
	 末吉美帆子　　長岡　恵子　　大石　健一
	 谷口　雅典　　西沢　一郎　　大館　隆行

議会の広聴広報・議会図書室の運営について、協議又は調整を
行います。

議会運営委員会 広聴広報委員会
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6? 平成 27 年度施行の「子ども・子育て支援新制度」に基づき、多様な施設や事業者を市が新たに許可をする保育事業で、主に待機児童の多
い 0 ～ 2 歳児が対象となり、少人数の単位で保育を行います。保育環境や運営、給食の提供など一定の基準を満たす事業所を許可しています。

市長提出議案のおもな内容

議案 37 件、請願２件を審議しました

子育て世帯を応援します

　令和元年10月から実施される幼児教育・保育無償化のた
め、子ども・子育て支援法が一部改正され、新たに「子育て
のための施設等利用給付」が創設されることから、当該給付
の対象となる小学校就学前の子どもの保護者に対する認定
の基準について、所要の改正を行います。

　　今回の無償化で、0歳から2歳までと3歳から5歳までで
は違いがあるようだが、内容を伺いたい。

　　0歳から2歳までは、保育の必要性の認定事由に該当す
る場合、住民税非課税世帯に限り、保育園、認定こども園、
地域型保育事業 ? 、認可外保育施設等が無償となる。
3歳から5歳までは、幼稚園、保育園、認定こども園等の保
育料が無償で、保育認定該当の場合、幼稚園の預かり保
育、認可外施設の利用も一定額まで無償となる。

Q

A

（お問合せ先：保育幼稚園課　☎ 2998-9126）

市内小中学校の空調設備の整備を進めます

　防音対策の空調整備実施校（3校）を除く小中学校44校の
普通教室等に、暑さ対策として空調設備を設置するため、設
計・施工一括方式による整備事業者をプロポーザル方式によ
り選定し、令和２年３月までに設置を完了します。

　　エアコンの機能、グレード等はさまざまあると思う
が、今回設置するエアコンの選定基準を伺いたい。

　　空調設備の選定に当たっては、環境負荷の低減に向
け、高効率型のトップランナー機器を採用するとともに、
機器操作や運用がしやすく、維持管理の負担が少なくなる
よう同一メーカーの空調設備を採用することにした。

Q

A

（お問合せ先：教育施設課　☎ 2998-9235）

議案第50号　�所沢市立小中学校空調設備整備事業（設計・
施工一括方式）契約締結について

議案第48号　�所沢市保育の必要性の認定等に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例制定について

議
　
審
議

案

６
月
定
例
会
で
の

【
会
期
】
６
月
６
日
～
６
月
28
日
（
23
日
間
）

【
市
長
提
出
議
案
】	

補
正
予
算	

６
件

	

条
例
関
係	

13
件

	

契
約
締
結
・
変
更	

２
件

	

市
道
認
定
・
廃
止	

７
件

	

人
事
案
件	

７
件

【
請　
　
　
　

願
】		

２
件

【
議
員
提
出
議
案
】		

２
件

議
会
を
開
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地域人材を活用し、部活動の充実を図ります

（お問合せ先：学校教育課　☎ 2998-9238）

　地域人材の活用により、教職員の負担軽減と部活動の充
実を図るため、既存の「部活動外部指導員」に加えて、部活
動の技術指導や大会への引率等を行うことを職務とする非
常勤の特別職員として、「部活動指導員」を学校に配置する
ことに伴い報酬額を定めるため、所要の改正を行います。

　　今年度、運動部に2名、文化部に2名の計4名を配置する
とのことだが、配置を想定している部活動は。

　　現在各学校に予備調査を行いニーズの把握をしている
ところである。どこの学校、どの部活にということは決定
していないが、文化部であれば合唱部・吹奏楽部などを想
定している。

Q

A

議案第54号　�所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例制定について

放課後児童支援員 ? の確保に向けて

（お問合せ先：青少年課　☎ 2998-9103）

　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の
一部改正に伴い、放課後児童支援員の認定資格研修につい
て、都道府県知事に加え、指定都市の長も実施できることに
なるため、所要の改正を行います。

　　過去にも何度か改正している経緯があるが、今回の改
正の背景を伺いたい。

　　各自治体の条例の中で、放課後児童支援員の資格要件
のうち、令和2年3月末までの間は認定研修を受けたものと
みなしているが、令和2年4月以降は、みなし規定がなくな
ることから、支援員の確保を図る上でも、認定研修の開催
を指定都市の長もできるようになったものである。

Q

A

議案第58号　�所沢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

未婚の児童扶養手当受給者への支援

（お問合せ先：こども支援課　☎ 2998-9124）

　国が推進している子どもの貧困対策の一環として、未婚
の児童扶養手当受給者に対し、臨時・特別給付金を支給し
ます。（国補助率：10/10）

　　臨時・特別給付金支給事業が始まった経緯は。

　　税法上の寡婦控除について、死別・離別は対象になる
が、未婚の方は対象になっていない。住民税については、
非課税の適用拡大の措置を講じているが、所得税では適用
にならない現状を踏まえ、今回、臨時特別の措置として児
童扶養手当受給者のうち、未婚のひとり親の方を対象に、1
万7,500円を支給することが国より示された。

Q
A

議案第51号　�令和元年度所沢市一般会計補正予算（第3号）
未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・
特別給付金支給事業　716万3千円

公共施設の利用料等が変わります

（お問合せ先：経営企画課　☎ 2998-9027）

　消費税法の一部を改正する等の法律などの制定により消
費税法及び地方税法の一部が改正され、本年10月1日から
消費税率等が変更になることから、受益者負担の考えに基
づき、所要の改正を行います。

　　今回の引き上げで、過去の消費税導入における負担軽
減という立場での議論が不十分だったのではないかと思う
が、その辺はきちんと議論したのか。

　　公共施設の維持管理の経費、施設の老朽化に伴う修繕
が必要になってくる中で、市が負担する部分は市民の税金
で賄うことになる。今回の消費税の見直しに当たっては、
受益者負担の観点から施設利用者に負担してもらうべきで
はないかという議論があった。

Q

A

議案第56号　�所沢市手数料条例等の一部を改正する条例
制定について

? 平成27年度より新設された学童保育の指導のための専門資格で、放課後児童クラブには1名以上配置することが義務付けられました。
放課後児童クラブは日中保護者が仕事で家にいない子どもに対し、放課後に遊びや生活の場を与え、健全な育成を促す保育施設です。
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各委員の選任・推薦に同意

意見書２件を提出しました 請願２件を審議し、採択しました

下水道の整備に向けて

議員提出議案第5号　�交通安全施設整備事業費の増額を求
める意見書について

議員提出議案第6号　�児童虐待防止対策のさらなる強化を
求める意見書について

　大津市の園児死傷事故などを始めとする重大な事故が相
次ぎ、交通安全対策の強化が急がれており、高齢者に向け
た交通安全対策、子どもの通学路における交通安全施設の
整備等を一層強力に推進していく必要がある。
　よって政府は、信号機の新設や道路標識の設置・改修な
ど、生活道路の交通安全対策の予算を抜本的に拡充するこ
とを強く要望するものです。

請願第２号　期日前投票所の増設等を求める請願

請願第3号　市議会だよりを全戸配布していただく為の請願

【要旨】
①�働く人々や高齢者が気軽に足を運べるよう、期日前投票所

の増設をしてください。
②�投票時間の弾力化（投票時間の延長など）を進めてください。
③�投票所への移動支援として、無料送迎バスの運用などをし

てください。また投票所そのものの移動（移動巡回バスな
ど）も検討してください。

④�介護施設や高齢者の入所施設、病院などにも投票所を設置
してください。

⑤郵便等による不在者投票を拡充させてください。
⑥�投票率を上げるため、市民とりわけ若者や小・中・高生に

対する教育を充実させてください。
⑦�より広い市民に、市政を身近なものにするために、従来の

方法以外に工夫をして情報発信をしてください。（ＳＮＳ
や直接街に出て市民に声掛けするなど）

【要旨】
　「市議会だより」は現在新聞折込みで配布されてるため、
市内の全戸には行き届いていない。「市議会だより」を全戸
配布していただきたくお願い申し上げます。

議案第62号　�所沢都市計画下水道事業受益者負担に関する条
例の一部を改正する条例制定について

　令和2年度から事業を開始する第4期市街化調整区域下水
道整備事業（流域第8負担区） ? の実施に係る、下水道事
業受益者負担金について、所沢市上下水道事業運営審議会
からの答申を踏まえ、1平方メートル当たりの負担金額を
1,130円とするため、所要の改正を行います。

（お問合せ先：下水道維持課　☎ 2921-1022）

人　事　関　係

議員提出議案 請　　　　願

議案第74号　�固定資産評価員選任の同意を求めることに
ついて

池田　賢一氏　（下安松・新任）
諮問第１号　��人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについて
須藤　とく子氏　（山口・再任）
諮問第２号　�人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについて
浅田　衛氏　（中新井・再任）
諮問第３号　�人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについて
田中　和子氏　（向陽町・新任）
諮問第４号　�人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについて
松岡　由美子氏　（下富・新任）
議案第75号　監査委員選任の同意を求めることについて
近藤　哲男議員（自由民主党・無所属の会・3期）
議案第76号　監査委員選任の同意を求めることについて
荻野　泰男議員（至誠自民クラブ・4期）

意見書の全文についてはこちらから
「議員提出議案」をご覧ください

　保護者が我が子を死に追いやるといった深刻な児童虐待
事件が相次いでいる。こうした事態を防ぐため、「しつけに
よる体罰は要らない」という認識を社会全体で共有できるよ
う周知啓発に努めるとともに、改正児童福祉法施行後必要
な検討を進めるとしている民法上の懲戒権や子どもの権利
擁護の在り方についても速やかに結論を出すこと等につい
て、取り組みの推進を強く求めるものです。

? 整備対象地区：大字北岩岡、大字日比田、大字坂之下、大字城、大字松郷、大字牛沼、北野新町一丁目、北野一丁目、北野二丁目、
北野三丁目、三ケ島三丁目、三ケ島五丁目、林一丁目の各区域の一部

　　1㎡当たりの負担金が1,130円になるとのことだが、平
均して1軒当たりの負担金額はどれくらいになるのか。

　　対象地区は、150㎡～200㎡の間の土地所有者が多いた
め、平均で1軒当たり約15万円から20万円になる。

Q

A
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討論 　―議案に賛成・反対します― 

賛否の分かれた審議結果

議案第 55号　所沢市税条例等の一部を改正する条例制定について
　　　・本条例改正は、地方税法等の一部改正に伴い所要の改正を行うものであり、グリーン化特例の見直しについて

は、対象を限定した上で、特例を延長することにより、環境性能の高い車種の本来的な税負担を軽減させる規
定であり、改正は妥当なものであることから、賛成する。
　　　・軽自動車税における環境性能割の税率を本年10月から来年9月まで、現在の2％軽減を1％に引き下げるとして

いる。また、グリーン化特例軽減を排ガス規制と燃費基準の達成に応じて、50％、25％の軽減期間を２年延長
するものの、2022年から2023年までは軽減を廃止するものである。消費税率10％引き上げによる需要変動の平準化を図
るとしているが、さらなる市民負担となることには変わらないので、反対する。

議案第56号　所沢市手数料条例等の一部を改正する条例制定について
議案第57号　所沢市生涯学習推進センター条例の一部を改正する条例制定について
議案第59号　所沢市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第60号　所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について
議案第61号　所沢市都市公園条例の一部を改正する条例制定について
　　　・これらの議案は、消費税に関する議論がなされたところであるが、消費税の改定によって、各種施設等の運営

や、事業の実施には相応の負担が生じる。消費税の改定に伴って改正を見送った場合、それによって生じる歳入
不足は、利用する機会のない市民からも負担をいただくことになる。今回の使用料等の引き上げによりそれぞれの利用者
に相応の負担をしていただき、公平性を確保することが適当であると考え、賛成する。
　　　・平成元年に消費税が導入されたことで、各使用料・利用料・手数料等に３％上乗せする条例が当時の市長から提

案された。結果は、負担増に反対する市民世論を反映し、22条例中4条例を除いた、18条例の改正が常任委員会で
否決された。この結果を受け、当時の市長は否決された条例改正案を撤回したのである。それ以降、消費税分は各使用
料・利用料・手数料に転嫁はしたものの、消費税分と同額の使用料等を引き下げて、利用者には負担を求めなかった。利
用者への負担転嫁には反対という議会の団体意思の決定を重く受け止めた当時の市長とその後の市長は、今日までこの方
針を踏襲してきた。そうした経過を全く顧みず、今定例会に消費税5％分を利用者に転嫁する条例改正案が提出された。受
益者負担というなら、使用料・利用料・手数料そのものが、受益者負担として徴収されているのではないか。議会の議決
や機関意思の決定を重く受け止めていた歴代市長との違いを際立たせる、現市長の今定例会の提案である。先輩議員らの
市民生活を擁護して下した団体意思の決定を、我々はしっかりと受け継いでいくことを呼びかけて、反対とする。

議案第62号　所沢都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第63号　所沢市公共下水道事業分担金条例の一部を改正する条例制定について
　　　・受益者負担金は、事業により築造される公共下水道区域内の土地の所有者を受益者に負担していただくものであ

る。今回示された負担金額は様々な立場の委員で構成される所沢市上下水道事業運営審議会の議論を経て答申さ
れたもので、これを受けて市で改定案を決定したものである。以前の第3期と比較し、工事費などの上昇を加味すると、
100円の増額の改定はやむを得ないものと認められることから、賛成する。
　　　・議案第62号については、第４期の市街化調整区域の下水道整備に関する受益者負担の見直しで、従前の負担率44.4%

を採用すると1㎡当たり1,280円となるところを、1㎡当たり1,130円にしたことの努力は評価するが、それでも100円の引
き上げによる負担増であり賛成できない。議案第63号の分担金も議案第62号の負担金に合わせるもので、反対する。

○：賛成　　×：反対※掲載されていない議案及び請願は全会一致で可決しました。請願を含む全審議結果 (39 件 ) は、市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

公明党 至誠自民クラブ 自由民主党 日本共産党 自由民主党・ 
無所属の会 立憲民主党
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長
岡
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子

島
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一
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石
本
　
亮
三

議案第 55 号 所沢市税条例等の一部を改正する条例制定について 総務経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 56 号 所沢市手数料条例等の一部を改正する条例制定について 総務経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 57 号 所沢市生涯学習推進センター条例の一部を改正する条例制
定について 市民文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 59 号 所沢市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改
正する条例制定について 建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 60 号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制
定について 建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 61 号 所沢市都市公園条例の一部を改正する条例制定について 建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 62 号 所沢都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を
改正する条例制定について 建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 63 号 所沢市公共下水道事業分担金条例の一部を改正する条例制
定について 建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願第 2 号 期日前投票所の増設等を求める請願 総務経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
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さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。
皆
さ
ん
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

※�

各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
１
項
目
を
抜
粋
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

? 日本産業規格（JIS=Japanese Industrial Standards の略）日本の産業製品に関する規格や測定法などが定められた日本の国家規格のことで、
2001 年に制定された JIS T9251-2001 規格は「視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列に関する規定」のことです。

Ｑ　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整

備
が
完
了
し
て
い
な
い
区

間
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
?
に
適

合
し
て
い
な
い
製
品
の
使

用
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A　
整
備
が
未
了
と
な

っ
て
い
る
区
間
は
、
対
象

区
間
の
歩
道
の
一
部
が
十

分
な
幅
員
を
有
し
て
い
な

い
こ
と
や
、
す
で
に
開
発

事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

連
続
性
の
確
保
が
困
難
で

あ
る
な
ど
の
理
由
が
あ

る
。
今
後
は
、
開
発
事
業

の
進
捗
に
合
わ
せ
た
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
経
年
劣
化
に
伴
う
交

換
や
適
合
し
て
い
な
い
箇

所
は
、
市
が
発
注
す
る
舗

装
補
修
工
事
な
ど
に
合
わ

せ
、
道
路
占
用
工
事
を
行

う
事
業
者
に
対
し
適
合
品

へ
の
交
換
を
お
願
い
し
て

い
く
。

公明党
川辺　浩直

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク

（
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
）の
整
備
を

Ｑ　
市
内
の
各
バ
ス
停

に
、
屋
根
付
き
の
ベ
ン
チ

を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能

か
伺
い
た
い
。

A　
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ

新
設
に
つ
い
て
は
、
歩
行

者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
こ
と
が
前
提
に
な
る

ほ
か
、
道
路
や
歩
道
の
幅

員
条
件
な
ど
が
あ
り
、
設

置
が
可
能
な
場
所
は
限
定

さ
れ
る
。
一
般
の
路
線
バ

ス
は
、
西
武
バ
ス
株
式
会

社
が
事
業
主
体
な
の
で
、

今
後
申
し
入
れ
を
し
た
い

と
考
え
る
。
と
こ
ろ
バ
ス

は
市
が
設
置
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
一
般
の

路
線
バ
ス
が
通
ら
な
い
道

路
を
中
心
に
運
行
し
て
い

る
た
め
、
設
置
で
き
る
場

所
は
非
常
に
限
ら
れ
る
が

で
き
る
限
り
善
処
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
る
。

日本共産党
天野　敦

市
内
の
各
バ
ス
の
停
留
所
に

屋
根
付
き
の
ベ
ン
チ
の
設
置
を

Ｑ　
日
本
初
の
飛
行
場

で
あ
る
所
沢
飛
行
場
の
完

成
に
貢
献
し
た
方
の
ご
子

孫
が
当
時
の
写
真
や
文
献

を
多
く
保
存
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
市
が
譲
り
受
け

て
公
開
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

A　
所
有
者
に
保
管
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則

だ
が
、
保
管
が
難
し
く
な

っ
た
場
合
に
は
、
所
沢
の

歴
史
な
ど
を
知
る
上
で
貴

重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、

寄
贈
ま
た
は
寄
託
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

保
存
環
境
や
収
蔵
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な

資
料
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
踏
ま
え
、
関
係

課
と
検
討
し
て
い
き
た

い
。

至誠自民
クラブ

浅野美恵子

個
人
が
所
有
す
る
歴
史
的
資
料
の

保
存
と
公
開
に
つ
い
て

Ｑ　
39
路
線
の
う
ち
20

路
線
が
完
成
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
完
成
し
て

い
な
い
路
線
の
今
後
の
見

通
し
は
。

A　
本
市
で
は
、
交
通
渋

滞
の
緩
和
や
生
活
道
路
通

り
抜
け
車
両
に
よ
る
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
、
国

道
や
県
道
な
ど
の
主
要
幹

線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て

効
果
を
発
揮
す
る
体
系
的

な
道
路
網
整
備
を
進
め
て

い
る
。
主
だ
っ
た
路
線
と

し
て
、
北
野
下
富
線
、
松

葉
道
北
岩
岡
線
、
面
整
備

に
併
せ
た
所
沢
駅
ふ
れ
あ

い
通
り
線
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
お
り
、
こ
の
３
路

線
に
つ
い
て
は
、
必
要
な

財
源
の
確
保
、
用
地
の
取

得
を
要
す
る
た
め
、
完
成

ま
で
に
は
相
当
の
期
間
が

か
か
る
と
考
え
て
い
る
。 至誠自民

クラブ
杉田　忠彦

未
整
備
の
都
市
計
画
道
路
の

今
後
に
つ
い
て

一
　 

質
問

般

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
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Ｑ　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
で
き
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
学
校

に
持
ち
込
む
こ
と
に
は
懸

念
も
あ
る
が
、
防
犯
的
な

観
点
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

が
つ
い
て
い
る
キ
ッ
ズ
ケ

ー
タ
イ
や
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
限

っ
て
、
今
後
は
許
可
す
る

検
討
を
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
見
解
は
い
か
が
か
。

A　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
が
つ
い

て
い
る
キ
ッ
ズ
ケ
ー
タ
イ

や
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
等
に
よ
る

居
場
所
確
認
は
、
防
犯
上

一
定
の
効
果
は
あ
る
と
考

え
る
が
、
学
校
現
場
か
ら

は
、
ル
ー
ル
の
徹
底
や
高

価
な
携
帯
電
話
の
管
理
の

問
題
な
ど
を
懸
念
す
る
声

も
あ
る
。
今
後
、
文
部
科

学
省
か
ら
出
さ
れ
る
指
針

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う

研
究
し
て
い
き
た
い
。 自由民主党・

無所属の会
入沢　豊

キ
ッ
ズ
ケ
ー
タ
イ
や
Ｉ
Ｃ
タ
グ
?

な
ど
の
学
校
へ
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

? ICチップとアンテナを組み合わせたものです。ICチップに記録されたIDを活用することで、経路等の情報を記録する機能があります。
日本においてはプライバシー保護の観点から「電子タグに関するプライバシー保護ガイドライン」を総務省等が作成しています。

Ｑ　
市
が
「
子
ど
も
は

市
の
宝
」
と
言
う
の
で
あ

れ
ば
、
市
民
全
体
で
子
ど

も
を
守
り
育
て
る
と
い
う

立
場
に
立
っ
て
、
学
校
給

食
を
無
償
化
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

A　
学
校
給
食
に
か
か

る
経
費
の
う
ち
、
施
設
設

備
費
や
光
熱
水
費
等
は
市

が
負
担
し
、
保
護
者
に
は

食
材
料
費
の
み
を
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
支

払
い
が
困
難
な
世
帯
に

は
、
就
学
援
助
給
食
費
と

し
て
補
助
し
て
お
り
、
現

在
の
財
政
状
況
に
お
い
て

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
大

幅
な
支
出
増
と
な
る
た
め

極
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
、
保
護
者

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も

の
と
考
え
る
。

日本共産党
小林　澄子

公
立
小
中
学
校
の
給
食
費
の

無
償
化
を

Ｑ　
今
後
、
児
童
数
の
減

少
を
考
え
る
と
、
学
校
の

転
用
可
能
教
室
は
増
加
傾

向
に
あ
る
と
推
測
す
る
。

転
用
可
能
教
室
を
積
極
的

に
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後

の
子
ど
も
の
居
場
所
と
し

て
活
用
を
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

A　
学
校
施
設
は
放
課
後

も
児
童
が
校
外
に
移
動
す

る
こ
と
な
く
安
全
に
過
ご

せ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
３
月
に
教
育
委
員
会
と

こ
ど
も
未
来
部
で
協
議
し

策
定
し
た
方
針
に
基
づ

き
、
所
沢
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
等
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
将

来
的
な
児
童
の
推
計
な
ど

多
方
面
か
ら
の
分
析
や
、

関
係
部
署
と
の
綿
密
な
協

議
を
行
い
進
め
て
い
る
。 立憲民主党

長岡　恵子

転
用
可
能
教
室
を
活
用
し
た

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ　
受
動
喫
煙
対
策
や

健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
今
後
、
駅
周
辺

に
設
置
す
る
喫
煙
所
の
、

個
室
化
や
ボ
ー
ド
の
設
置

に
よ
る
対
策
、
移
設
も
含

め
た
検
討
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

A　
路
上
喫
煙
防
止
地

区
と
な
る
駅
周
辺
で
の
喫

煙
所
で
は
、
多
く
の
市
民

の
方
々
が
利
用
し
て
い
る

と
認
識
し
て
お
り
、
さ
ら

な
る
改
善
策
を
講
じ
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
特
に

要
望
の
多
い
所
沢
駅
、
航

空
公
園
駅
、
小
手
指
駅
、

新
所
沢
駅
周
辺
の
喫
煙
所

に
つ
い
て
は
、
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
に
よ
る
分
煙
や

人
通
り
の
少
な
い
箇
所
へ

の
移
設
な
ど
、
既
に
検
討

を
開
始
し
て
い
る
。

公明党
植竹　成年  

駅
周
辺
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

つ
い
て

Ｑ　
中
富
地
区
で
火
災

が
あ
っ
た
が
、
現
場
の
進

入
路
は
道
幅
が
狭
く
、
消

防
車
が
近
づ
け
ず
、
燃
え

広
が
っ
て
３
軒
が
全
焼
し

た
。
狭
い
道
路
や
生
活
道

路
の
拡
幅
は
、
ど
の
よ
う

な
手
順
で
進
め
る
の
か
。

A　
狭き
ょ
う

隘あ
い
な
生
活
道
路

を
拡
幅
す
る
方
法
は
２
つ

あ
り
、
１
つ
目
は
、
地
元

か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
用

地
取
得
を
行
い
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
る
も
の
で

あ
る
。
２
つ
目
は
、
生
活

道
路
拡
幅
整
備
要
綱
に
基

づ
き
、
4.2
ｍ
未
満
1.8
ｍ
以

上
の
市
道
は
、
住
宅
の
建

て
替
え
を
行
う
際
な
ど

に
、
地
権
者
か
ら
の
寄
付

協
力
に
よ
り
、
道
路
中
心

か
ら
2.1
ｍ
後
退
し
て
も
ら

い
、
拡
幅
す
る
も
の
で
あ

る
。

日本共産党
矢作いづみ

救
急
車
両
が
入
れ
な
い
道
路
の

改
善
と
対
応
に
つ
い
て

Ｑ　
市
役
所
庁
舎
内
に

あ
る
椅
子
が
低
く
、
足
腰

の
弱
い
方
に
は
座
り
に
く

い
と
聞
い
た
。
座
面
の
高

い
椅
子
を
設
置
し
て
ほ
し

い
が
い
か
が
か
。

A　
庁
舎
に
は
足
腰
の
弱

い
高
齢
の
方
や
障
害
を
お

持
ち
の
方
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
が
お
越
し
に

な
る
の
で
、
安
全
に
安
心

し
て
庁
舎
を
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
東
西
の

出
入
口
に
車
椅
子
を
配
置

す
る
な
ど
環
境
整
備
に
努

め
て
い
る
。
ソ
フ
ァ
等
に
つ

い
て
も
、
現
状
で
は
多
く

の
方
が
座
り
や
す
い
と
感

じ
る
高
さ
の
も
の
を
設
置

し
て
お
り
、
座
面
の
高
い

椅
子
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
そ
の
効
果
や
他
自
治

体
の
状
況
な
ど
を
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

日本共産党
荒川　広

市
庁
舎
に
高
齢
者
に
優
し
い

座
面
の
高
い
椅
子
の
設
置
を
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Ｑ　
児
童
虐
待
防
止
対

策
の
強
化
を
図
る
た
め
、

児
童
福
祉
法
等
が
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
児
童
虐
待
防
止
対
策
は

ど
の
よ
う
に
充
実
が
図
ら

れ
る
の
か
。

A　
児
童
の
権
利
擁
護

で
体
罰
禁
止
が
定
め
ら
れ

る
た
め
、
体
罰
や
暴
力
に

よ
る
悪
影
響
が
広
く
理
解

さ
れ
、
体
罰
に
よ
ら
な
い

子
育
て
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
普
及
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
で
の
見
守
り
等

に
も
一
層
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
児
童

相
談
所
の
体
制
強
化
に
よ

り
、
合
同
で
家
庭
等
へ
の

訪
問
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
連
携
が
一
層
深
ま
る

こ
と
で
、
児
童
虐
待
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
る
。 公明党

西沢　一郎

児
童
虐
待
防
止
対
策
の

今
後
に
つ
い
て

Ｑ　
各
学
校
に
お
い
て

個
人
情
報
は
実
質
的
に
誰

が
管
理
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
管
理

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
と
ら
れ

て
い
る
の
か
。

A　
学
校
教
育
に
お
け

る
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
所
沢
市
個
人
情
報
保

護
条
例
を
は
じ
め
と
し
た

複
数
の
管
理
指
針
に
基
づ

き
管
理
し
て
い
る
。
各
学

校
で
は
、
教
職
員
に
対

し
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
の
研
修
等
を

実
施
し
て
い
る
。
教
育
委

員
会
で
は
、
学
校
経
営
の

状
況
を
確
認
す
る
学
校
訪

問
の
際
に
個
人
情
報
の
管

理
状
況
を
確
認
す
る
と
と

も
に
校
・
園
長
会
に
お
い

て
適
正
に
管
理
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

立憲民主党
石本　亮三

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

個
人
情
報
の
管
理
状
況
は

Ｑ　
横
田
基
地
か
ら
米

軍
所
沢
通
信
基
地
内
へ
の

土
砂
の
搬
入
に
つ
い
て
、

土
壌
汚
染
対
策
法
?
に
基

づ
く
土
壌
汚
染
調
査
の
実

施
を
国
に
要
望
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
回
答
は
。

A　
国
か
ら
は
、
「
米

国
側
の
行
っ
た
土
壌
調
査

は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に

基
づ
く
日
本
の
指
定
調
査

機
関
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
特
定
有
害
物

質
に
つ
い
て
、
全
て
基
準

値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
た
め
、
改
め
て

調
査
を
行
う
必
要
性
が
あ

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

米
国
側
も
当
該
土
地
の
使

用
形
態
等
に
鑑
み
れ
ば
、

汚
染
が
あ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
と
説
明
を
受
け
て

い
る
」
旨
の
回
答
が
あ
っ

た
。

日本共産党
平井　明美

米
軍
所
沢
通
信
基
地
に
搬
入
さ
れ
る

土
砂
の
土
壌
汚
染
調
査
の
結
果
は

Ｑ　
所
沢
市
で
使
わ
れ
て

い
る
教
科
書
の
採
択
は
、

中
立
的
な
視
点
で
の
協
議

が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

A　
子
ど
も
た
ち
に
最

も
適
切
な
教
科
書
を
採
択

す
る
た
め
に
採
択
方
針
を

定
め
、
教
科
指
導
等
に
実

績
の
あ
る
専
門
員
に
よ
る

詳
細
な
研
究
に
基
づ
き
、

選
定
委
員
会
が
ふ
さ
わ
し

い
教
科
書
採
択
に
向
け
て

研
究
を
重
ね
て
き
た
。
教

育
委
員
会
の
協
議
に
お
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
や

協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

公
平
性
、
透
明
性
の
あ
る

教
科
書
採
択
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
法
令
に
の
っ
と
り

適
正
か
つ
公
正
な
教
科
書

採
択
を
行
っ
て
い
く
。 自由民主党・

無所属の会
佐野　允彦

所
沢
市
に
お
け
る
教
科
書

採
択
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

Ｑ　
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ

タ
ウ
ン
の
完
成
に
伴
う
地

域
の
活
性
化
を
歓
迎
す
る

反
面
、
多
く
の
人
が
出
入

り
す
る
こ
と
に
よ
る
対
策

に
懸
念
が
あ
る
。
東
所
沢

商
店
組
合
か
ら
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
要
望
に
つ
い
て

の
認
識
や
そ
の
課
題
は
。

A　
東
所
沢
商
店
組
合

か
ら
相
談
を
受
け
て
い
る

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
市
の
魅
力
あ
る

商
店
街
創
出
支
援
事
業
補

助
金
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
埼
玉
県
の
商
店
街
等

施
設
整
備
補
助
金
と
し
て

採
択
さ
れ
る
よ
う
、
市
か

ら
埼
玉
県
に
要
望
に
行
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
地
域

の
方
々
が
安
心
し
て
買
い

物
が
で
き
る
商
店
街
と
な

る
よ
う
支
援
を
し
て
い

く
。

自由民主党
松本　明信

と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
完
成

後
の
周
辺
へ
の
影
響
と
対
策
は

Ｑ　
多
摩
湖
畔
を
ほ
ぼ

１
周
す
る
多
摩
湖
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
人
気
だ

が
、
狭
山
湖
周
辺
の
魅
力

ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
狭
山

湖
周
辺
、
周
遊
道
路
に
自

転
車
専
用
の
コ
ー
ス
を
つ

く
れ
な
い
か
。

A　
現
在
、
狭
山
湖
周

辺
の
自
治
体
等
で
組
織
す

る
狭
山
丘
陵
観
光
連
携
事

業
推
進
実
行
委
員
会
で

は
、
多
摩
湖
や
狭
山
湖
を

含
む
狭
山
丘
陵
全
体
の
魅

力
を
高
め
て
い
く
た
め

に
、
自
転
車
を
活
用
し
た

周
遊
ル
ー
ト
や
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
導
入
な
ど
を
研

究
し
て
お
り
、
既
存
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
も
含

め
て
魅
力
的
な
観
光
資
源

と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
る
。

自由民主党
中　　毅志

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
活
用
し
た

狭
山
湖
周
辺
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
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Ｑ　
３
月
定
例
会
で

「
所
沢
市
に
お
け
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
公
的
認

証
と
性
的
少
数
者
に
関
す

る
諸
問
題
へ
の
取
組
に
関

す
る
請
願
」
を
全
会
一
致

で
採
択
し
た
が
、
請
願
の

趣
旨
を
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
支
援
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

A　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
め

た
性
的
少
数
者
の
方
々
に

対
し
て
は
、
社
会
全
体
の

理
解
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
、
５
月

に
行
わ
れ
た
埼
玉
県
西
部

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
ダ
イ
ア
プ
ラ
ン
）
の
総

会
で
も
、
構
成
市
で
広
域

的
に
調
査
研
究
に
取
り
組

む
べ
く
、
男
女
共
同
参
画

部
会
に
お
い
て
研
究
し
て

い
く
こ
と
を
提
案
し
た
。

日本共産党
城下　師子

性
的
少
数
者
に
関
す
る
請
願
の

採
択
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ　
外
国
人
等
で
収
集
日

や
分
別
を
守
ら
な
い
人
が

い
て
困
っ
て
い
る
と
い
う

相
談
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
問

題
に
市
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

A　
市
で
は
、
英
語
や
中

国
語
な
ど
４
カ
国
語
で
記

載
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
ご
み
集
積

所
に
掲
示
し
た
り
、
ご
み

集
積
所
を
利
用
す
る
家
庭

に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
り

し
て
、
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
を
周
知
し
て
い
る
。
今

後
さ
ら
に
外
国
人
の
増
加

が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
家
庭
の

資
源
と
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
な
ど
に
、
ご
み

出
し
の
ル
ー
ル
の
掲
載
を

行
う
な
ど
、
他
自
治
体
の

対
応
状
況
を
参
考
に
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。 公明党

亀山　恭子

外
国
籍
市
民
に
対
す
る
ご
み
集
積
所

利
用
に
関
す
る
取
り
組
み
は

? 地球温暖化の原因となる温室効果ガスのうち、大きな割合を占める二酸化炭素の排出が少ない社会のことです。エネルギー消費量
の少ない機器や、燃費の高い電気自動車の利用、化石燃料から再生可能エネルギーへの転換など様々な手法があります。

Ｑ　
ひ
き
こ
も
り
対
策

は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
上
げ
や
す

い
取
組
を
早
急
に
実
施
す

る
こ
と
が
最
優
先
だ
と
考

え
る
が
、
こ
れ
以
外
の
解

決
策
に
つ
い
て
見
解
は
。

A　
長
期
間
の
ひ
き
こ

も
り
の
方
へ
の
対
応
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
複

合
的
に
存
在
し
て
お
り
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
包

括
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
。
今
後
、
こ

こ
ろ
の
健
康
支
援
室
な
ど

で
相
談
を
受
け
、
現
場
で

の
対
応
や
本
人
、
家
族
へ

の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
関
係
部
署
間
で
検
証
を

重
ね
て
い
き
な
が
ら
、
よ

り
適
切
な
支
援
の
仕
方
を

模
索
し
、
市
と
し
て
経
験

値
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

ひ
き
こ
も
り
問
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を

Ｑ　
緑
は
、
外
気
の
異

常
な
上
昇
を
抑
え
、
心
地

よ
い
冷
風
等
を
つ
く
り
出

し
生
活
を
快
適
に
し
て
く

れ
る
天
然
の
空
調
装
置
だ

が
、
校
庭
で
機
能
す
る
た

め
の
緑
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア

ッ
プ
策
を
伺
い
た
い
。

A　
緑
は
、
風
の
通
り

道
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

の
緩
和
な
ど
環
境
改
善
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
の
校
庭
で
児
童
生
徒

が
校
内
の
樹
木
や
花
壇
な

ど
の
緑
に
ふ
れ
あ
う
こ
と

は
、
環
境
教
育
を
推
進
す

る
上
で
も
非
常
に
大
切
で

あ
り
、
今
後
も
、
関
係
課

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

適
切
な
緑
の
環
境
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

自由民主党
越阪部征衛

緑
が
も
た
ら
す
快
適
環
境
を

学
校
校
庭
に
活
か
す
に
は

Ｑ　
京
都
市
で
は
、
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
で
飲
食
販

売
の
容
器
を
す
べ
て
リ
ユ

ー
ス
食
器
に
変
更
し
た
。

所
沢
市
で
も
全
庁
的
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
に

向
け
た
動
き
を
加
速
さ
せ

て
ほ
し
い
が
い
か
が
か
。

A　
本
年
度
の
所
沢
市

民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
実
行
委
員
会
の
決
定

に
よ
り
、
使
い
捨
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
を
使
用
せ

ず
に
、
紙
製
容
器
等
を
使

用
す
る
。
ま
た
、
産
業
経

済
部
で
は
、
毎
月
第
２
火

曜
日
に
開
催
し
て
い
る
、

と
こ
と
こ
市
で
の
レ
ジ
袋

削
減
、
こ
ど
も
未
来
部
で

は
、
幼
児
へ
の
プ
ラ
ご
み

に
関
す
る
環
境
教
育
を
紙

芝
居
で
行
う
な
ど
、
全
庁

的
に
取
り
組
み
を
開
始
し

て
い
る
。

立憲民主党
末吉美帆子

脱
炭
素
社
会
?
を
目
指
し
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
を

Ｑ　
ミ
ュ
ー
ズ
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ホ

ー
ル
等
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
の
募
集
を
行
っ
て
い
る

が
、
よ
り
多
く
の
寄
付
を

募
る
た
め
に
、
寄
付
者
を

対
象
と
し
た
見
学
会
の
開

催
な
ど
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A　
寄
付
者
に
対
し
て

は
、
寄
付
金
が
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
た
の
か
を
確

認
し
て
い
た
だ
く
意
味

で
、
例
え
ば
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
前
に
、
内
覧
会

や
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
後

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演

奏
会
の
開
催
な
ど
、
実
際

に
ミ
ュ
ー
ズ
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
く
機
会
を
つ
く

れ
な
い
か
、
文
化
振
興
事

業
団
と
も
検
討
し
て
い

る
。

至誠自民
クラブ

荻野　泰男

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
者
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
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14? 行政が行うことは正しいものであって、誤りがないものであるという考え方。また、一方で行政の誤りは許されないといった考え
方のことです。

Ｑ　
無
謬
性
に
よ
り
生

じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
と
そ
の

払
拭
に
必
要
な
も
の
は
。

A　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

誤
り
や
失
敗
を
恐
れ
る
あ

ま
り
柔
軟
な
対
応
や
新
た

な
取
り
組
み
に
着
手
で
き

な
く
な
る
こ
と
や
、
誤
り

が
生
じ
た
際
の
対
応
が
遅

れ
が
ち
に
な
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
多
様
化
す
る

市
民
要
望
に
応
え
る
こ
と

や
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進

め
て
い
く
に
は
、
経
験
や

前
例
重
視
の
姿
勢
か
ら
、

失
敗
を
恐
れ
ず
、
万
が
一

失
敗
が
あ
っ
た
と
し
て
も

速
や
か
に
、
率
直
に
改
善

し
て
い
く
姿
勢
が
重
要
で

あ
り
、
そ
う
し
た
行
政
の

風
土
を
市
民
の
信
頼
の
上

に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

至誠自民
クラブ

中村　　太

行
政
の
無む

謬び
ゅ
う

性せ
い

?
に
つ
い
て

Ｑ　
定
例
会
等
が
行
わ

れ
て
い
る
議
場
は
、
議
会

で
使
用
さ
れ
る
こ
と
以
外

で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
使

わ
れ
て
い
る
の
だ
？

A　
議
場
で
は
12
月
定

例
会
の
初
日
の
開
会
前
に

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
毎
回
、
所
沢
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
を
演
奏

し
ま
す
。
今
後
の
開
催
予

定
は
市
議
会
Ｈ
Ｐ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
議

会
の
傍
聴
に
来
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
方
も
ぜ
ひ
、

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
を

市
役
所
本
庁
舎
で
行
う
際

に
は
、
議
場
を
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
報
告
会
の

開
始
前
や
休
憩
中
に
議
場

内
を
見
学
で
き
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
の
日
程
等

も
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
覧

下
さ
い
。

みみ丸

み
み
丸
の
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

―
議
場
は
ど
ん
な
事
に
使
う
の
だ
？
―

◀平成 30 年 12 月 3
日に行われた議場コ
ンサートの様子
今回の表紙を飾って
いただいた伊澤陽一
さんによる “ スティー
ルパン ” の演奏が行
われました。

▶平成 29 年 12 月
1日に行われた議場
コンサートの様子
矢津朋香さん（ヴァ
イオリン）片岡美津
さん（ピアノ）によ
る演奏が行われま
した。

Ｑ　
公
園
の
安
全
確
保

対
策
と
し
て
、
市
が
公
園

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
、
あ
る
い
は
設
置
す
る

主
体
と
な
る
自
治
会
等
へ

の
補
助
金
を
創
設
す
る
な

ど
の
支
援
策
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

A　
防
犯
カ
メ
ラ
が
犯

罪
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
不

特
定
多
数
の
公
園
利
用
者

の
映
像
を
撮
影
・
記
録
す

る
こ
と
に
よ
り
、
被
撮
影

者
の
基
本
的
人
権
で
あ
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
な
ど
を

侵
害
し
て
し
ま
う
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

や
、
運
用
に
つ
い
て
は
慎

重
な
対
応
が
必
要
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

公
園
の
安
全
確
保
対
策
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
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Topics!

Topics!

　議会情報を議員が直接、市民の皆さんに報告・説明するとともに、皆さんからのご意見をお聴
きする議会報告会を、５月29日（水）と6月1日（土）に開催しました。3月定例会についての
報告、質疑応答、意見交換などを行い、2日間で合計69名の方々にお集まりいただきました。

議会報告会を開催しました

議員表彰を行いました

▲５月29日（水）　会場：所沢市役所全員協議会室 ▲６月１日（土）　会場：三ケ島まちづくりセンターホール

3月定例会の報告内容に対する質問と回答（一部抜粋）
　　パートナーシップに関する請願審査に対する委員長報告の中で、参考人の意見が省略なしで報告され
た経緯は。
Q

　　議会としても真剣にこの問題を受け止めて、参考人の方に率直にどういった支援が必要なのか、ま
た、所沢市に対しては、どういった支援が行われているのかということを審議してきた。市としてもさら
なる支援が必要という認識であり、全会一致により採択された。
参考人の意見が省略なしで委員長報告されたことについては、請願者の思いや委員会での審査を踏まえ
て、あるがままに報告し、会議録に記載していこうということで、委員会の思いが委員長報告により、
しっかりと報告されたものである。

A

市政全般に対するご意見（一部抜粋）
・雇用については、まだまだ男女の格差があるので、この問題にもぜひ取り組んでほしい。
・ところざわサクラタウン・所沢駅西口周辺の道路整備・混雑緩和について、事前対策を講じてほしい。
・不登校や子供の貧困に関して、不登校の背景には家庭の困窮があると聞いている。各家庭にきめ細かく
スクールソーシャルワーカーの機能が行き届くように市は考えてほしい。県で実施している子ども学習支
援事業（アスポート事業）に準じたサポートを行ってほしい。

※当日いただいた質疑・回答より（一部抜粋）

　長年にわたり、市政振興に尽力した議員に対し、全国市議会議長会・埼玉県市議会議長会から表彰があり、
6月定例会最終日に表彰状の伝達が行われました。
【表彰議員】 城下　師子議員（20年）、越阪部征衛議員（20年）、秋田　孝議員（20年）
 矢作いづみ議員（15年）、浅野美恵子議員（15年）
 赤川　洋二前議員（15年）、桑畠　健也前議員（15年）　※前議員2名には別途伝達
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所沢市議会

中学生の時にスティールパンに
出会った伊澤陽一さん。
その音色の魅力、音楽を通じた
メッセージなど、熱い想いを
聞きました。
(裏表紙に関連記事)

感情を
楽器にのせて。

－おもな内容－CONTENTS
◆ 6月定例会のおもな内容ほか･･･Ｐ2～9
　発進！ 第19期　所沢市議会
　新体制が決定しました
◆ 市政に対する一般質問･･･Ｐ10～14
　ここが気になる！24人が質問
◆トピックス･･･Ｐ15
　議会報告会を開催しました
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今回の定例会は、

12月

９月 ６月

３月

２
０
０
８
年
に
自
身
が
主
宰
す
る
ス

テ
ィ
ー
ル
パ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
Ｗ
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
を
結

成
し
、
今
で
は
メ
ン
バ
ー
総
勢
５
０
人
以

上
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
と
な
る
。
現
在
、
全

国
各
地
で
ラ
イ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い
る
伊

澤
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
そ
の

魅
力
を
届
け
る
た
め
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ー
ー
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
と
の
出
会
い
は
。

　
14
歳
の
時
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
ス
テ
ィ
ー

ル
パ
ン
の
特
集
を
た
ま
た
ま
見
て
、
興
味

を
抱
き
、自
分
の
お
金
で
、初
め
て
コ
ン
サ
ー

ト
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分

が
今
ま
で
教
わ
っ
て
き
た
こ
と
や
経
験
し

て
き
た
音
楽
体
験
を
覆
す
よ
う
な
衝
撃
を

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ー
ー
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
を
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
こ
と
は
。

　
日
本
で
は
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
は
珍
し
い

の
で
、た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
。

ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
の
音
は
喜
ば
れ
る
音
、
思

い
を
寄
せ
ら
れ
る
音
。
演
奏
す
る
側
と
し

て
、
聴
い
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の 

“
は
じ
め
て

の
お
と
”
に
な
れ
る
と
い
う
事
が
一
番
の
喜

び
だ
と
思
っ
て
演
奏
し
て
い
ま
す
。

ー
ー
本
場
の
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共

和
国
の
バ
ン
ド
で
活
動
し
て
み
て
、
い

か
が
で
し
た
か
。

　
滞
在
期
間
は
２
カ
月
半
ぐ
ら
い
で (

↘)

し
た
が
、
１
２
０
人
の
メ
ン
バ
ー
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
音

楽
を
作
っ
て
い
く
過
程
が
と
て
も
楽
し

く
て
豊
か
な
時
間
で
し
た
。

ー
ー
バ
ン
ド
活
動
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
の
魅
力
を
届
け
る

た
め
、
全
国
の
学
校
を
ま
わ
っ
て
演
奏
し

て
い
ま
す
。
６
月
に
は
長
野
県
松
本
市
の

す
べ
て
の
小
学
校
で
演
奏
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
日
本
中
の
学
校
１
，０
０
０
校

以
上
で
演
奏
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ー
ー
今
後
の
夢
は

　
夢
と
い
う
言
葉
が
使
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
所
沢
の
す
べ
て
の
学
校
を
ま
わ
ら

せ
て
も
ら
っ
て
演
奏
し
た
い
で
す
。
そ
れ

で
、
所
沢
の
学
校
に
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
だ

け
で
は
な
く
、
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
バ
ン
ド

も
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で

す
ね
。

　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝
く人たちをご紹介します。今回は、昨年 12 月
の議場コンサートで演奏していただいた、ス
ティールパン奏者の伊澤陽一さんにお話を伺い
ました。

所沢から輝け！！

Ｑ＆Ａ
聴かせて！

1978年、所沢市生まれ。伸栄小学校、自由の
森学園中学・高等学校、東京音楽大学卒。
1992年「Renegades Steel Orchestra」のライ
ブでスティールパンと出会い、2000年からス
ティールパン奏者として活動を開始。
スティールパン教室「WAIWAI PANYARD」
を新所沢など3カ所で開催している。

­— 聴いてくれる皆さんの “ ファーストトーン（はじめてのおと）”
になれることが一番の喜びだと思って演奏しています。­—

伊澤 陽一
I z aw a　Yo i c h i

毎
年
の
こ
と

な
が
ら
、

ホ
タ
ル
観
賞
、

盆
踊
り
、
ひ
ま

わ
り
畑
、
そ
し
て
、
台
風
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
で
、
自
然
環
境
を
体
で
感

じ
再
考
す
る
季
節
で
す
。	（
大
石
）

所
沢
は
地
区
に
よ
り
、
お
盆
の

時
期
が
７・
８
月
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
毎
週
末
は
納

涼
盆
踊
り
等
の
季
節
と
な
り
、
下

手
な
踊
り
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。	

（
大
舘
）

今
年
は
、
十
二
年
に
一
度
巡

り
く
る
亥
年
。
亥
年
は
選

挙
の
年
と
い
わ
れ
統
一
地
方
選

挙
か
ら
始
ま
り
参
議
院
議
員
選

挙
、
埼
玉
県
知
事
選
挙
、
所
沢

市
長
選
挙
で
終
わ
り
ま
す
。
お

ま
け
が
な
け
れ
ば
？
市
民
の
声

を
聴
か
せ
て
下
さ
い
。	

（
西
沢
）

夏
議員たちの･･･

広
聴
広
報
委
員
会

◎
浅
野
美
恵
子　

〇
川
辺　

浩
直

　

天
野　

敦　
　
　

佐
野　

允
彦

　

小
林　

澄
子　
　

末
吉
美
帆
子

　

長
岡　

恵
子　
　

大
石　

健
一

　

谷
口　

雅
典　
　

西
沢　

一
郎

　

大
舘　

隆
行

◎
…
委
員
長　

〇
…
副
委
員
長
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